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米国、英国などの学生たちとLMSで学生が自主的に作
成したPPTや画像、ビデオを共有して意見を述べ合い、

他者理解と自己表現スキルを体験学習する場としてい
る。また、ZoomなどSNSを活用し、学生たちのスケ

ジュールに合わせビデオチャットを行うことにより自立
的・自律的なグローバルコミュニケーション演習が可能
となった授業実践の取組みを紹介します。
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ICTを活用してカリフォルニア、バーミンガム、桃園の
学生たちとの国際コミュニケーション活動を実施し、
自律的な国際コミュニケーション活動を行っている。
以前は大学のサポートのもとチャットプログラムを利
用してグループ活動を2017年度まで行い、またクラス
同士を繋ぐVideo Conferenceも2019年度まで実施し
てきたが、それらのサポートが順次取りやめとなった。
そこで2020年度より、CanvasとFacebook Groupで学
生が自主的に作成したPPTや画像、ビデオを共有し、意
見を述べ合い学びの場としている。そしてMessenger、
Zoomやその他のSNSを活用し、自分たちのスケジュー
ルに合わせてビデオチャットを行うようにした。これ
らの活動を通して、より自立的・自律的な国際コミュニ
ケーションの学びが可能となった。
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 副題：ICTを活用し、「スピーチアクト」と「ポライトネス」をテーマとし
た、英語と複数言語による「国際コミュニケーション技術」の研究

 授業概要：「スピーチアクト」（発話行為＝感謝、謝罪、依頼、など）と
「ポライトネス」（対人関係における配慮を表す言語表現）を主テーマと
して国際コミュニケーションの研究と実践を行います。まず教室において
「英語スピーチアクトとポライトネス」に関する言語データの学習ならび
に分析研究を行い、その後ビデオ会議システムやSNSなどのICTを活用して、
国際コミュニケーション活動の実践を行います。これらの活動を通じて、
「スピーチアクトとポライトネスを通じた対人関係の構築、維持、発展」
について理解を深めて行きます。また、その他のテーマでの交流活動を含
める可能性もあります。これらの活動の終了後には、各受講生が学習、分
析研究、国際交流活動の内容を振り返り、プレゼンテーションとレポート
執筆・提出を行います。

 授業の到達目標：①ICTを活用して、英語と複数言語による「国際コミュニ
ケーション」を効果的に行うことができる②研究対象のスピーチアクトと
ポライトネスにつき、英語と日本語（等）で理解し、ディスカッションを
行うことができる③状況に応じて、英語と日本語（等）で適切なスピーチ
アクトとポライトネスを駆使してお互いの意図をやり取りできる④「国際
コミュニケーション」においてプレゼンテーションとディスカッションを
効果的に行うことができる

4



 LMSやSNSを活用し自主的に作成した

PPTや画像、ビデオを共有して意見を
述べ合う交流活動の進化・深化

ICTの進化によって多様なメディア
を使用しながらオンライン国際交
流を行うことが可能になった。
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 教室における共時的ビデオ会議→オ

ンラインプラットフォームにおけるビデ
オ発表シェアリング

個別に時間を取って発表を閲覧でき
るようになったことで、より深い内容理
解とより自立的・自律的で活発な意見
交換が可能になった。
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 教室における日程が決められたグ
ループビデオチャット→各自が都合を
合わせSNSを使用した個別ビデオ
チャット

より自立的・自律的にコミュニケー
ションを行い、自身の体験そして自
身の学びとする機会を得た。
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 ４月11日の週：自己紹介

 ４月25日の週：感謝

 ５月9日の週：子ども時代

 ５月23日の週：謝罪

 6月6日の週：最後に近況報告といろいろな質問
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 Topic 1) Self-introduction: Students introduce themselves 
in English (and their native languages if they like) with 
photos and/or videos. They can post their childhood photos 
if they like. [April 11 - 18]

 Topic 2) Our countries: Students introduce some of the 
places they like in their countries and explain why they like 
them using photos and/or videos. They also explain what 
they know about Taiwan/Japan and ask a question about 
Taiwan/Japan. [April 25 - May 2] 

 Topic 3) Our languages: Students talk about the languages 
they have used, learned and would like to learn and why. 
They introduce some useful expressions in their native 
languages and their meanings in English. [May 9 - 16]

 Topic 4) Things that are in fashion: Students give 
presentations about what are in fashion in their countries or 
their local communities. They are encouraged to use video, 
animation or graphics to make their presentations colorful 
and enjoyable.
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1) Self-introduction & messages
2) Fashion / Trend / Youth culture <10/17-

10/24>
3) Manga & Anime <10/31-11/7>
4) Food culture <11/14-11/21>
5) Video presentation by YZU & 

voting <11/28-12/5>
6) Thank you & Good-bye
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Facebookより
(with YZU)
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